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秋
田
市
地
域
福
祉
お
む
す
び
ネ
ッ
ト

は
、
秋
田
市
社
協
が「
地
域
公
益
取
組

メ
ニ
ュ
ー
」を
作
成
し
、
社
会
福
祉
法

人
は
可
能
な
範
囲
で
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
の

中
か
ら
活
動
を
選
び
、
地
域
公
益
活
動

に
取
り
組
む
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
お
む
す
び
ネ
ッ
ト
」と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
地
域
を
結

ぶ
と
い
う
こ
と
と
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下「
社
協
」と
い
う
。）が
色
々
な
メ

　秋田市社会福祉協議会（以下「秋田市社協という」。）では、秋田市
地域福祉おむすびネットを通じて、社会福祉法人の連携による地域
公益活動を行ってきました。その功績により、「秋田県社会福祉協議
会会長表彰（優良社会福祉協議会部門）」を受賞しました。本来であ
れば秋田県社会福祉大会において、その実践について発表していた
だくところですが、新型コロナウイルス感染拡大防止に向け大会が
中止となったため、本紙面でその活動を紹介していただきました。

優良社協表彰受賞　秋田市社会福祉協議会
「秋田市地域福祉おむすびネット」

ニ
ュ
ー
の
入
っ
た
お
む
す
び
を
作
る
の

で
、
社
会
福
祉
法
人
か
ら
食
べ
た
い
お

む
す
び
を
選
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
こ

と
か
ら
名
付
け
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
社
会
福
祉
法
人
制
度

改
革
に
よ
り
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法

人
は
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を

実
施
す
る
こ
と
が
責
務
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
秋
田
市
社
協
で
は
、

平
成
29
年
度
に
、
秋
田
市
と
協
働
で
秋

田
市
内
55
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
情
報

交
換
会
や
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
か
ら
は
、「
地
域
の
公

益
的
な
取
組
を
す
る
財
源
、
人
員
、
時

間
が
な
い
」、「
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

が
分
ら
な
い
」、「
地
域
の
公
益
的
な
取

組
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
何
を
し

た
ら
よ
い
か
分
ら
な
い
」、「
余
裕
財
産

が
な
い
か
ら
公
益
的
取
組
は
や
ら
な
く

て
よ
い
」と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
中
に
は
、「
社
協
が
何
も
や
ら
な
い

か
ら
、
そ
の
と
ば
っ
ち
り
が
社
会
福
祉

法
人
に
き
た
ん
だ
」と
い
う
厳
し
い
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
社

会
福
祉
法
人
が
連
携
す
る
意
欲
を
喚
起

し
、
公
益
的
な
取
組
を
通
じ
て
地
域
の

福
祉
ニ
ー
ズ
の
解
決
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
や
地

域
の
信
頼
を
高
め
、
ま
た
、
市
民
の
福

祉
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
、
平
成
30
年
７
月
か
ら「
お

む
す
び
ネ
ッ
ト
」を
開
始
し
ま
し
た
。

～地域公益活動と社会福祉法人との連携～
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お
む
す
び
ネ
ッ
ト
の
経
緯

　

お
む
す
び
ネ
ッ
ト
を
企
画
す
る
際
に

は
、「
社
協
が
社
会
福
祉
法
人
に
協
力
し

て
ほ
し
い
こ
と
」、「
社
協
と
社
会
福
祉

法
人
が
負
担
に
な
ら
な
い
取
組
に
な
る

こ
と
」、「
社
会
福
祉
法
人
が
何
が
で
き

る
か
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
内
容
に
す
る

こ
と
」、「
組
織
化
せ
ず
、
会
費
負
担
も
な

く
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
」、「
あ
ま
り
お
金
を
か
け
な
い
で

で
き
る
こ
と
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
仕
組

み
や
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
秋
田
市
所
管
54
法
人（
秋
田

市
社
協
除
く
）と
、
秋
田
市
に
本
部
が
あ

り
広
域
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
８
法

人
に「
社
会
福
祉
法
人
の
熱
い
思
い
と
温

か
い
心
で
、
未
来
に
つ
な
ぐ
秋
田
の
福

祉
を
と
も
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
参
加
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

　

地
域
公
益
取
組
メ
ニ
ュ
ー
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

  

１
．
人
材
の
提
供

　

①�　

相
談
所
へ
の
専
門
職
の
派
遣

（
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
）

　

②�　

講
座
等
へ
の
専
門
職
の
派
遣

（
介
護
講
座
、
福
祉
講
演
）

　

③�　

除
雪
支
援（
法
人
近
隣
の
高
齢

者
宅
等
の
雪
寄
せ
）

　

④�　

災
害
時
支
援（
災
害
に
よ
り
被

災
し
た
高
齢
者
等
へ
の
支
援
）

　

⑤�　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂

等
の
支
援

　

⑥　

見
守
り
活
動
へ
の
協
力

大雨により被災した世帯へ職員を派遣し復興支援　　

地
域
公
益
取
組
メ
ニ
ュ
ー

お
む
す
び
ネ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
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２
．
社
会
資
源
の
提
供

　

①�　

施
設
内
で
の
居
場
所
の
提
供

（
地
域
サ
ロ
ン
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、

子
育
て
サ
ロ
ン
）

　

②�　

生
活
困
窮
世
帯
へ
食
料
品
や
衣

類
を
提
供
す
る
団
体
が
物
品
を
保

管
す
る
場
の
提
供

　

③�　

社
会
復
帰
を
め
ざ
す
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
授
産
施
設
等
の
作
業

体
験

　

④�　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
福
祉
職
を
目
指
し
た
い
人
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
職
希
望
者
の
受

入
と
育
成

　

⑤�　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下

「
地
区
社
協
と
い
う
」。）、
地
区
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
町
内
会
な
ど
の

福
祉
施
設
の
見
学
の
受
入

��

３
． 

社
会
福
祉
法
人
等
が
希
望
す
る
取
組

　

①�　

法
人
車
両
を
使
用
し
た
買
い
物

等
の
送
迎

　

②　

介
護
教
室
の
開
催
な
ど

施設の近隣住民を対象に介護教室を開催

店舗などに設置された食料品回収箱から回収する作業
をお手伝いし、フードバンクあきたへお届けしました。

中学生のボランティア体験受入

お
む
す
び
ネ
ッ
ト
取
組
状
況

活
動
を
通
し
て

 

〇
登
録
状
況
・
主
な
登
録
メ
ニ
ュ
ー

　

13
法
人
が
延
べ
57
の
メ
ニ
ュ
ー
に
登
録

し
て
い
ま
す
。

　

・
施
設
の
見
学
、
施
設
で
の
講
習　９法

人

　

・
講
座
等
へ
の
専
門
職
の
派
遣　７

法
人

　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
職
希
望
者

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　
　

７
法
人

　

・
災
害
時
支
援　
　
　

�　
　

５
法
人

　

・
社
会
福
祉
法
人
が
希
望
す
る
取
組

４
法
人

　

登
録
し
た
法
人
の
取
組
状
況
な
ど

は
、
秋
田
市
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

年
１
回
秋
田
市
内
の
全
戸
に
配
布
す
る

「
秋
田
市
社
協
だ
よ
り
」に
掲
載
し
、
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
の
取
組
を
紹
介
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
福
祉
法
人
の
存
在

意
義
を
地
域
住
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
福
祉
課
題
は
複
雑
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
社
会
福
祉

法
人
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法

人
単
独
で
は
で
き
な
か
っ
た
ニ
ー
ズ
の

把
握
や
課
題
解
決
が
迅
速
に
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
福
祉
法
人
が

長
年
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
性
、
各

法
人
が
有
す
る
資
源
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
課
題
の
早
期
発
見
、
早
期
解
決
に
つ

な
が
る
な
ど
、
地
域
に
と
っ
て
は
非
常
に

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
社
会
福
祉
法
人
が

持
つ
様
々
な
力
を
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
人
々
や
企
業
・
団
体
・

施
設
な
ど
が
連
携
し
て
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
地
域
福
祉
の
推
進

や
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

や
、
地
域
を
と
も
に
創
る
社
会
を
目
指

す「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」の
た
め
に

も
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
は
こ
れ
か
ら
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
社
協
は
、
地
域
福
祉
推
進

の
中
核
的
な
機
関
と
し
て
、
こ
の
取

組
に
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
こ
と
を
無
理
せ
ず
、「
地
域
の
応
援

団
」と
い
う
意
識
で
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
区
社
協
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど

で
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う「
地
域
応
援
協

議
会
」を
開
催
し
て
、
地
域
公
益
活
動
を
更

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
常
務
理
事
兼
事
務
局
長　

田
口　

悟
）
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「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

　
「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け

て
、
国
で
は
平
成
30
年
度
と
令
和
３
年

度
に
社
会
福
祉
法
の
改
正
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
は
平
成
30
年
度
の
改
正
時
に
既
に
規

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
改
正
に

お
い
て
は
、
そ
の
体
制
づ
く
り
を
よ
り

具
現
化
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
新

た
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業（
以

下「
重
層
的
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
法
改
正
や
事
業
創
設
の
背

景
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
等

に
伴
い
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増

え
る
一
方
で
、
支
援
の
担
い
手
が
減
少

し
、
支
え
合
い
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
、
社
会
生
活
や
価
値
観
等
の
変

化
に
よ
り
、
個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
課

題
が
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
制
度
や
分
野
ご
と
の
属
性
別

の
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
は
、
図
①
に

あ
る
よ
う
に
、
従
来
の
現
金
・
現
物
給

付
な
ど
の「
具
体
的
な
課
題
解
決
を
目

指
す
ア
プ
ロ
ー
チ
」だ
け
で
な
く
、「
つ

な
が
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
す
ア
プ

ロ
ー
チ
」の
視
点
を
加
え
、
あ
く
ま
で

も
本
人（
世
帯
）を
中
心
と
し
て
、“
伴
走

＂す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
②
で
示
さ
れ

た「
重
層
的
事
業
」は
、
包

括
的
相
談
支
援
事
業
、
参

加
支
援
事
業
、
地
域
づ
く

り
事
業
を
中
心
と
し
て
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通

じ
た
支
援
、
多
機
関
の
協

働
に
よ
る
事
業
全
体
の

調
整
機
能
な
ど
を
含
ん

だ
幅
広
い
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
重
層
的
事
業
」は
市

町
村
の
手
上
げ
に
よ
る

任
意
事
業
と
な
っ
て
お

り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
目
指
す
た
め

の
手
段
の
一
つ
と
い
う

位
置
づ
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

秋
田
県
内
に
お
い
て

は
令
和
３
年
度
か
ら
大

館
市
が
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
６
市
町

村
が「
重
層
的
事
業
」へ
の
移
行
の
た
め

の
準
備
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
以
降
に「
重
層
的
事
業
」に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
少
し
複
雑
な
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
取
組
に
当
た
っ
て

は
、
ま
ず
は
各
市
町
村
内
で
十
分
な
協

議
を
し
て
い
た
だ
き
、
更
に
は
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
等
の
地
域
福
祉
関
係
者
の
ほ
か
、

地
域
づ
く
り
の
側
面
も
重
要
な
た
め
、

福
祉
分
野
以
外
の
産
業
、
農
業
関
係
団

体
や
住
民
等
も
含
め
た
形
で
、
体
制
構

築
の
方
向
性
や
、
あ
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
、
そ
の
過
程
こ

そ
が「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
欠
か

せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。

　

現
在
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
と
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
課
題
等
に
つ
い
て
は
国
の
助
言
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
と
も
に
考
え
な
が
ら
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
初
年
度
で
あ
り
、
ま
だ
運
用

面
で
流
動
的
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ

と
で
、
好
事
例
や
参
考
事
例
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

対人支援において今後求められるアプローチ

具体的な課題解決を目指すアプローチ つながり続けることを目指すアプローチ

個人が自律的な生を継続できるよう、本人の意向や取り巻く状況に合わせ、２つのアプ
ローチを組み合わせていくことが必要。

支援の“両輪”と考えられるアプローチ

 本人が有する特定の課題を解決することを目指す

 それぞれの属性や課題に対応するための支援（現金・
現物給付）を重視することが多い

 本人の抱える課題や必要な対応が明らかな場合には、
特に有効

本人を中心として、“伴走”する意識共共通通のの基基盤盤

 本人と支援者が継続的につながることを目指す

 暮らし全体と人生の時間軸をとらえ、本人と支援者が
継続的につながり関わるための相談支援（手続的給
付）を重視

 生きづらさの背景が明らかでない場合や、8050問題な

ど課題が複合化した場合、ライフステージの変化に応
じた柔軟な支援が必要な場合に、特に有効

〔厚生労働省主催令和３年度重層的支援体制整備事業に係る人材養成研修資料より〕

特集Ⅱ

重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
に
つ
い
て

【図①】

〔厚生労働省主催令和3年度重層的支援体制整備事業に係る人材養成研修資料より〕
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秋
田
県
で
は
８
月
に
全
市
町
村
を
対

象
に
包
括
的
相
談
支
援
体
制
の
取
組
状

況
等
に
つ
い
て
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
包
括
的
相
談
支
援
体

制
の
現
状
に
つ
い
て
、
約
６
割
の
市
町

村
が「
既
存
の
体
制
の
中
で
、
相
互
に

情
報
共
有
や
連
携
な
ど
す
る
こ
と
で

対
応
」し
て
お
り
、
約
３
割
が「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
型
の
総
合
窓
口
等
を
設
置
し
て

い
る
、
あ
る
い
は
複
雑
・
複
合
課
題
に

対
す
る
会
議
を
設
置
し
て
い
る
」と
し

て
い
ま
す
。
市
町
村
ご
と
に
そ
の
実
情

に
合
わ
せ
た
方
法
で
地
域
の
課
題
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
が
分
り
ま
す
。

　

ま
た「
重
層
的
事
業
」へ
の
取
組
に
つ

い
て
は
、
実
施
を
予
定
し
て
い
る
市
町

村
、
あ
る
い
は
検
討
中（
検
討
予
定
）の

市
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
約
３
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
同
時
に「
重
層
的
事
業
」に
取

り
組
む
に
当
た
っ
て
課
題
と
な
る
ポ
イ

ン
ト
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
制
度
・
事
務

手
続
き
が
複
雑
・
難
解
で
あ
る
」と
回
答

し
た
割
合
が
約
６
割
、「
財
政
負
担
、
人

員
確
保
」を
課
題
に
挙
げ
た
割
合
が
約

３
割
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
体
制
整
備
に
関
す
る

重層的支援体制整備事業について（イメージ）

○ 相談者の属性、世代、相談内容に関わらず、包括的相談支援事業において包括的に相談を受け止める。受け止めた相談のうち、複雑化・複合化した事例
については多機関協働事業につなぎ、課題の解きほぐしや関係機関間の役割分担を図り、各支援機関が円滑な連携のもとで支援できるようにする。

○ なお、長期にわたりひきこもりの状態にある人など、自ら支援につながることが難しい人の場合には、アウトリーチ等を通じた継続的支援事業により本
人との関係性の構築に向けて支援をする。

○ 相談者の中で、社会との関係性が希薄化しており、参加に向けた支援が必要な人には参加支援事業を利用し、本人のニーズと地域資源の間を調整する。
○ このほか、地域づくり事業を通じて住民同士のケア・支え合う関係性を育むほか、他事業と相まって地域における社会的孤立の発生・深刻化の防止をめ
ざす。

○ 以上の各事業が相互に重なり合いながら、市町村全体の体制として本人に寄り添い、伴走する支援体制を構築していく。

じえん

若年者
支援

教育

保健・医療

就労支援

消費者相談

場や居場所の機能

日常の暮らしの中での支え合い

コミュニティ
（サークル活動等）

居場所をはじめとする多様な
場づくり

多分野協働の
プラットフォーム

農業
観光

まちづくり
環境

居住支援

地域住民

居場所

地方創生

多文化
共生

相談支援機関B

相談支援機関C

相談支援機関A

重層的支援体制整備事業（全体）

世代や属性を超えた相談を
受け止め、必要な機関につな
ぐ

包括的相談支援事業

継続的な伴走による
支援

アウトリーチ等を通じ
た継続的支援事業

つながりや参加の支援。
狭間のニーズにも対応す
る参加支援を強化

参加支援事業

地域づくりをコーディ
ネート

地域づくり事業

中核の機能を担い、
相談支援関係者へ
連携・つなぎ

多機関協働事業新

新

新

重層的支援会議

調整 調整

〔厚生労働省主催令和３年度重層的支援体制整備事業に係る人材養成研修資料より〕

市
町
村
の
回
答
は
様
々
で
し
た
が
、
そ

も
そ
も
現
場
の
実
感
と
し
て「
複
雑
化
・

複
合
化
し
た
課
題
が
あ
る
か
、
あ
る
い

は
増
え
て
い
る
か
」と
の
問
い
に
は
、
実

に
７
割
を
超
え
る
市
町
村
が「
実
感
し

て
い
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
か
ら
も
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、

今
回
の
法
改
正
や「
重
層
的
事
業
」の
創

設
を
機
に
、
当
事
業
を
実
施
す
る
か
ど

う
か
も
含
め
て
、
地
域
が
抱
え
る
課
題

解
決
の
た
め
、
そ
し
て
、
今
後
の
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
必
要
な
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
域
の
関
係
機

関
等
と
と
も
に
、
意
見
を
交
わ
す
機
会

な
ど
を
設
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
は
今
後
と
も
情
報
提
供
、

助
言
等
を
含
め
、
研
修
会
や
意
見
交
換

会
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
体
制
構
築
の

必
要
性
、「
重
層
的
事
業
」の
内
容
等
に

つ
い
て
理
解
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

包
括
的
相
談
支
援
体
制
の

構
築
に
つ
い
て

【図②】

〔厚生労働省主催令和3年度重層的支援体制整備事業に係る人材養成研修資料より〕

事
業
に
関
す
る
問
合
せ
先

秋
田
県
健
康
福
祉
部

　

地
域
・
家
庭
福
祉
課　

調
整
・
地
域
福
祉
班

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
１
８
）
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６
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‐
１
３
４
２
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秋
田
県
で
は
、
家
族
の
一
員
が
高
齢

や
障
害
等
に
よ
り
日
常
的
に
介
護
等
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
仕
事
を
辞

め
た
り
学
業
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の

な
い
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
情

報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
】

��

◇
ケ
ア
ラ
ー
と
は
？

　

高
齢
、
身
体
上
、
精
神
上
の
障
害
又

は
疾
病
等
に
よ
り
援
助
を
必
要
と
す
る

親
族
、
友
人
そ
の
他
の
身
近
な
人
に
対

し
て
、
無
償
で
介
護
、
看
護
、
日
常
生

活
上
の
世
話
そ
の
他
の
援
助
を
行
っ
て

い
る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

��

◇
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
？

　

ケ
ア
ラ
ー
の
中
で
も
、
18
歳
未
満
の

人
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。

※（
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
か
ら
引
用
）

【
取
組
の
背
景
】

　

高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
家
族

が
介
護
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る

と
の
義
務
感
に
よ
る
心
身
の
負
担
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
い
る
も
の

と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
介
護
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
や「
老
・
老
介
護
」
等
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
の
介

護
や
親
に
代
わ
っ
て
祖
父
母
の
介
護
を

行
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、
学

業
や
社
会
経
験
等
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
実
態
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

存
在
と
問
題
点
が
近
年
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

【
ケ
ア
ラ
ー
支
援
・
普
及
啓
発
事
業
】

　

秋
田
県
で
は
、
次
の
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

①　

普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　

②�　

相
談
援
助
従
事
者
に
対
す
る
実

態
調
査

　

今
年
度
、
一
般
県
民
や
介
護
・
障
害

分
野
等
の
相
談
援
助
従
事
者
な
ど
を
対

象
に
、
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
や
今
後
の
支

援
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
・
普
及
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
２
回

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
は
、
７
月
に
開
催

し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
テ
ー
マ

に
、
一
般
社
団
法
人
ケ
ア
ラ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会　

代
表
理

事　

持
田
恭
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演
の

ほ
か
、
県
内
在
住
の
元
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
３
名
か
ら
実
体
験
を
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
の
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
老
・

老
介
護
や
世
界
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
等
を

テ
ー
マ
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア

ラ
ー
連
盟　

理
事　

山
口
麻
衣
氏（
ル
ー

テ
ル
学
院
大
学
教
授
）
に
基
調
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
で

は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
概
要
や
今
後
行
政
に

求
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
策
等

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
県
内
外
か
ら

延
べ
約
５
６
０
名
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、

〇�　
「
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
に
つ
い
て
、
考

え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
多
様

に
あ
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。」

〇�　
「『
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
い
る
で

は
な
く
、
話
を
聴
い
て
も
ら
い
た

い
。』
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。」

〇�　
「
ケ
ア
ラ
ー
を
漠
然
と
し
て
意
識
し

て
い
た
こ
と
が
身
近
な
所
に
も
存
在
す

る
こ
と
を
知
り
、
自
ら
の
関
わ
り
を
再

考
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　

秋
田
県
で
は
、
若
い
世
代
の
ケ
ア

ラ
ー
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
や
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る「
つ
ど
い
の
場
」
の
開
設
、

相
談
援
助
従
事
者
に
対
す
る
研
修
、
県

民
向
け
普
及
啓
発
の
充
実
に
向
け
、
教

育
機
関
な
ど
と
も
連
携
し
て
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

秋
田
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
・

　
　
　普
及
啓
発
事
業
に
つ
い
て

令和
３年度

事
業
に
関
す
る
問
合
せ
先

秋
田
県
健
康
福
祉
部

　

長
寿
社
会
課　

介
護
人
材
対
策
班

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
１
８
）
８
６
０
‐
１
３
６
４
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
減
収
と
な
っ
た
世
帯
を

対
象
に
、
緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支

援
資
金
の
特
例
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
例
貸
付
で
は
、
償
還
時
に
お
い

て
な
お
所
得
の
減
少
が
続
く
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、
償
還
を
免
除

す
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部　

　

地
域
福
祉
・
生
活
相
談
支
援
担
当

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
３

　

申
請
期
限
は
本
年
11
月
末
で
す
の

で
、
申
請
を
お
考
え
の
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。【特例貸付の決定状況】 （令和３年10月15日現在）

※総合支援資金の件数には再貸付の件数、金額には延長貸付及び再貸付の金額を含む。

緊急小口資金 総合支援資金

貸付対象

新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、休業等によ
り収入が減少し、緊急かつ
一時的な生計維持のための
生活費を必要とする世帯

新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、収入の減少
や失業等により生活が困窮
し、日常生活の維持が困難
となっている世帯

貸付上限額

（感染症への罹患、休校措置
等による子の監護等による
休業等の場合）
　20万円以内

（その他の場合）
　10万円以内

※�上限額での申請の場合は状況確
認のために追加書類等を求める
場合があります。

（二人以上の世帯）
　月20万円以内

（単身世帯）
　月15万円以内

≪貸付期間≫
　原則３月以内

償還期限 ２年以内 10年以内

貸付利子 無利子 無利子

申請窓口 市町村社会福祉協議会

その他

〇�令和３年11月までに総合支援資金の貸付を受け資金交
付が完了する方は総合支援資金の再貸付の申請が可能
です。

〇�再貸付の申請には、各市町村に設置されている自立相
談支援機関からの支援を受けることが要件となってい
ます。

件数 金額

緊急小口資金 2,233件 346,090,000円

総合支援資金 847件 441,550,000円

状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、
よ
り

効
果
的
な
展
開
を
図
る
た
め
、
支
援

者
が
相
互
に
情
報
を
共
有
し
連
携
す

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

◆�

県
民
や
企
業
等
が
食
材
の
提
供
、
活
動

へ
の
寄
付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
協
力

な
ど
を
希
望
す
る
場
合
、
受
入
可
能

な
支
援
者
を
探
す
こ
と
が
困
難
で
す
。

支
援
者
の
活
動
を
応
援
す
る
た
め
の

窓
口
を
明
ら
か
に
し
、
周
知
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

    

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ 

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、
子
ど
も
の

食
や
学
習
の
支
援
を
は
じ
め
、
子
ど
も

た
ち
が
身
近
な
地
域
で
集
う
こ
と
が
で

き
る
居
場
所
づ
く
り
の
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
支
援
者
に
よ
る「
あ
き
た
子
ど

も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
築
し
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

本
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
現
在
と
未

来
を
応
援
す
る
た
め
、
今
後
も
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
は
近
日
公
開
予
定
で
す
。

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
時
点
の
全
国
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
13
．５
％
で
、
７
人
に
１
人
が

貧
困
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
全
国
的
に「
子

ど
も
食
堂
」な
ど
の
支
援
が
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
今
年
度
、「
子
ど
も
食
堂
」

な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
内

の
支
援
者
等
に
よ
る
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

    

現
状
と
課
題 

◆�「
子
ど
も
の
貧
困
」は
周
囲
か
ら
見
え

に
く
く
、「
子
ど
も
食
堂
」な
ど
を
利
用

す
る
こ
と
で
貧
困
世
帯
と
の
レ
ッ
テ

ル
を
は
ら
れ
る
こ
と
を
敬
遠
し
、
積
極

的
な
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
援
に
関

す
る
情
報
が
少
な
い
た
め
、
本
来「
支

援
」が
必
要
な
世
帯
に
情
報
が
十
分
に

届
い
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

◆�

支
援
者
は
、「
子
ど
も
食
堂
」や「
食
糧
支

援
」「
制
服
等
リ
ユ
ー
ス
」「
学
習
支
援
」

な
ど
個
別
に
活
動
す
る
場
合
が
多
く
、

連
携
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

「
子
ど
も
食
堂
」を
利
用
し
た
親
子
の

「
制
服
等
リ
ユ
ー
ス
」な
ど
他
の
ニ
ー

ズ
を
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
な
い

緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
の
ご
案
内

｢

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

の
構
築
に
向
け
て
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株式会社 桜 竹
〒０１１－０９３６ 秋田市将軍野南４－１－１２
ＴＥＬ：０１８－８４６－４８８８  ＦＡＸ：０１８－８４７－１６６７

 桜 竹 検 索

慶事・仏事・中元歳暮等贈答品の販売
敬老記念品・記念楯・秋田特産品・民芸品など取扱中

https://www.ouchiku.com

①�　

見
舞
金
…
１
人
に
つ
き
10
万
円（
支

援
の
対
象
に
な
っ
た
と
き
）

�

②�　

入
学
祝
金
…
１
人
に
つ
き
５
万
円

（
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
年
の

３
月
頃　

※
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）

③�　

激
励
金
…
１
人
に
つ
き
年
３
万
円

（
毎
年
12
月
）

④�　

卒
業
祝
金
…
１
人
に
つ
き
５
万
円

（
義
務
教
育
を
修
了
す
る
３
月
頃
）

　

令
和
２
年
度
は「
見
舞
金
」２
件
、「
入

学
祝
金
」４
件
、「
激
励
金
」29
件
、「
卒
業

祝
金
」４
件
の
計
39
件
、
総
額
１
４
７
万

円
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
本
会
と
し
て
も
基
金

事
業
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
事
業
の
内
容
や
寄
附
に
関

す
る
チ
ラ
シ
を
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

配
布
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

総
務
企
画
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
２ 

　

秋
田
県
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
は
、

交
通
・
労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り
、
父

や
母
が
亡
く
な
っ
た
り
重
い
障
害
が

残
っ
た
り
し
た
場
合
、
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
、

見
舞
金
や
激
励
金
、
入
学
・
卒
業
祝
金

を
お
届
け
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長

を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
民
の
皆
様
の
善
意

に
よ
る
寄
附
金
を
基
金
に
積
み
立
て
、

そ
の
運
用
益
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

   

Ｑ
１　

対
象
に
な
る
災
害
は
？

　

交
通
災
害
・
労
働
災
害
・
自
然
災
害

で
す
。

　

※�

火
事
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
よ
る
死
亡
、
突

然
死
等
の
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

   

Ｑ
２　

支
援
の
対
象
は
誰
？

　

０
才
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
養
育
す
る
保
護
者
に
お
届
け
し
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
も
児
童
の
養
育
へ
の
支

援
で
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

   

Ｑ
３　

支
援
の
種
類
は
？

チラシが新しくなりました！

秋
田
県
災
害
遺
児

　
　

  

愛
護
基
金
事
業

〜
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
〜
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
介
助
式
）
車
椅
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�������������　

10
台

　
　

���

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子������

10
台

⇦　
　
　

    

　
　

 

県
内
の
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
施
設

20
か
所
へ

　

 

●
一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会

秋
田
県
協
会　

様

　

 　
《
福
祉
巡
回
車
（
軽
自
動
車
）》　　
　

⇦　
　
　

    

　

 

社
会
福
祉
法
人
鹿
角
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

 　
《
ふ
れ
あ
い
福
祉
募
金
（
各
10
万
円
）》

⇦　
　
　

    

　

 　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
実
施
す
る

５
事
業
所
へ

　　
　
【
令
和
３
年
８
月
５
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
】

 

◎
ご
寄
附
◎

　

 

●
匿
名　

様

１
０
，
０
０
０
円

　

 

●
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部　

様

１
０
，
６
４
２
円

　

 

●
互
大
設
備
工
業
株
式
会
社　

様

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　 

◎
物
品
預
託
等
◎

　

 

●
北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社　

様 互大設備工業（株）様　寄附金贈呈式

（一社）生命保険協会秋田県協会様 寄附金贈呈式

北日本コンピューターサービス（株）様　感謝状贈呈

 

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

 

●
由
利
本
荘
市
東
部
地
区

民
生
児
童
委
員
協
議
会　

様

２
１
，
０
０
０
円

皆

様

の

善

意

　
　

  　

  

（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

問
合
せ
先

  

総
務
企
画
部

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

善
意
の
募
集
に
つ
い
て
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9



　

当
施
設
併
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
フ

レ
ン
デ
イ
大
曲
」で
は
、
介
護
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
ち
な
ん
だ
事
柄
を
テ
ー
マ

と
し
た「
フ
レ
ン
デ
イ
大
曲
短
歌
俳
句

川
柳
大
賞
」を
、
平
成
17
年
度
か
ら
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
ご
利
用
者
や
そ
の
ご
家
族
、
地
域
の

皆
様
か
ら
ご
投
稿
い
た
だ
き
、
昨
年
で

16
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ご
応
募
い
た
だ
い
た
全
て

の
作
品
に
、
老
い
や
介
護
を
通
し
た

様
々
な
生
活
の
一
端
が
う
か
が
え
、
同

じ
作
品
は
ひ
と
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

日
常
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
も
心
の

安
ら
ぎ
を
詠
ん
だ
作
品
、
思
う
に
任
せ

な
い
人
生
に
も
前
向
き
に
生
き
る
姿
を

詠
ん
だ
作
品
、
介
護
士
に
対
す
る
感
謝

の
思
い
を
詠
ん
で
く
だ
さ
っ
た
作
品
、

ど
の
作
品
も
、
短
い
調
べ
に
乗
せ
て
家

族
や
友
人
や
介
護
ス
タ
ッ
フ
へ
の
想
い

が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
と
い
う
日
本
古
来
の
伝
統
的
文
芸

の
奥
深
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
高
齢
者
介
護
に
携
わ
る
者
に

と
っ
て
、
ご
利
用
者
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
行
動
や
言
動
を
す
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
日
常
の
忙

し
さ
の
中
で
、
そ
う
し
た
細
や
か
な
気

配
り
が
時
に
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ご

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

を
通
し
て
、
職
員
は
原
点
に
立
ち
戻
る

機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
賞
作
品
を
中
心
に
５
年
ご

と
に
記
念
誌「
木
漏
れ
陽
に
憩
う
」を
刊

行
し
て
お
り
、
昨
年
は
15
回
記
念
誌
を

刊
行
し
ま
し
た
。
記
念
誌
を
通
じ
て
、

高
齢
者
の
想
い
や
覚
悟
に
触
れ
る
た
び

に
、
こ
の
大
賞
を
続
け
て
き
た
こ
と
の

意
義
深
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

34

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
の
杜

施
設
長　

内
村　

子
畝

「
木
漏
れ
陽
に
憩
う
」

「木漏れ陽に憩うⅠ～Ⅲ」
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

施設業務の補償プラン１１

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJ20-12300 2020.12.28作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
（新型コロナウイルス感染症も補償の対象となります。）

❹ 雇用慣行賠償補償

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７

（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和３年度
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運動期間 令和3年10月1日（金）～令和4年3月31日（木）
令和３年度秋田県キャッチコピー

（三種町 篠田 健三 さん）
住む町を 支えるやさしさ 赤い羽根

　

い
つ
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
で
75
回
を
迎
え
る
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
全
国
一
斉
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
下
で
の
募
金
活
動
と

な
り
ま
し
た
が
、
県
民
の
皆
様
か

ら
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

秋
田
県
共
同
募
金
会
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
様
式
や
福
祉
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、
皆
様
の

や
さ
し
さ
と
と
も
に
地
域
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
運
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和３年度  赤い羽根共同募金運動キャッチコピー
最優秀賞  篠田　健三さん（三種町）

令和元年度募金活動の様子（北秋田市）

住む町を
支えるやさしさ
赤い羽根

【助成計画の概要】

あなたの町の社会福祉協議会の活動に 46.0%

15.4%

6.7%

10.6%

4.7%

16.6%

あなたの町の福祉団体やＮＰＯの活動に

あなたの町で運動を進めるための経費に

秋田県内の広域的・先駆的な福祉活動に

災害等準備金の積立や災害時の緊急配分金に

秋田県全体で運動を進めるための経費に

助成計画の詳細については、本会ホームページをご覧ください。令和 3 年度共同募金運動啓発ポスター

TEL
H P

社会福祉法人

018-864-2821
http://www.akaihane-akita.or.jp/

秋田県共同募金会

赤い羽根　あきた 検索

～「じぶんの町を良くするしくみ。」の心強い味方～

赤い羽根共同募金あきた応援隊ご当地キャラクター隊員

　秋田県共同募金会では「じぶんの町を良くするしくみ。」である赤い羽根共同募
金運動の推進のために、秋田県内のご当地キャラクターの皆さんと協働し、「赤い
羽根共同募金あきた応援隊」として募金活動や福祉教育に取り組んでいます。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響で募金活動の機会は少なくなってしまいま
したが、今年はご当地キャラクター隊員の皆さんが赤い羽根共同募金について学
べるマンガに登場し、運動の PR をしてくれています。
　本会ホームページから、どなたでもご覧いただけます！

『応援隊と学ぼう　赤い羽根共同募金』
http://www.akaihane-akita.or.jp/pages/page/kids

令和３年度秋田県募金目標額

191,804,152円 
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